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たんかに乗せられ救助隊員に救助される登山客。後方は噴火で大きく

崩れた御嶽頂上山荘‖28日正午、本社ヘリから小出洋平撮影

長
野
、
岐
阜
県
境
に
あ
る
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

（
３
０
６
７
㍍
）
の
噴
火
で
、
警
察

や
自
衛
隊
、
消
防
な
ど
の
救
助
部
隊

は

日
朝
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

で
救
出
活
動
を
開
始
し
、
長
野
県
警

に
よ
る
と
、
山
頂
付
近
で
登
山
者
ら

人
が
心
肺
停
止
に
な
っ
て
い
る
の

を
確
認
し
た
。火
山
災
害
と
し
て
は
、

１
９
９
１
年
と

年
に
火
砕
流
で
計

人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し

た
長
崎
県
の
雲
仙
普
賢
岳
（
１
３
５

９
㍍
）災
害
以
来
の
惨
事
と
な
っ
た
。

長
野
県
警
に
よ
る
と
、
心
肺
停
止

の

人
の
う
ち
４
人
に
つ
い
て
は
陸

路
で
木
曽
町
に
向
け
て
搬
送
し
て
い

る
が
、
残
る

人
に
つ
い
て
は
噴
火

に
伴
う
有
毒
ガ
ス
の
影
響
で
、
同
日

中
の
搬
送
は
困
難
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
警
察
庁
に
よ
る
と
、

日
正

午
過
ぎ
ま
で
に
、長
野
県
側
で

人
、

岐
阜
県
側
で
７
人
の
負
傷
者
が
病
院

に
搬
送
さ
れ
た
。
救
出
作
業
は
ま
だ

続
い
て
お
り
、
負
傷
者
数
は
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
御
嶽
山
は

日
午
前

時

分
に
噴
火
。
国
土
交

通
省
に
よ
る
と
、
山
頂
南
側
か
ら
西

側
に
３
カ
所
の
噴
火
口
が
確
認
さ
れ

た
。
週
末
に
合
わ
せ
、
御
嶽
山
の
山

頂
付
近
は
約
２
５
０
人
の
登
山
者
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

噴
火
か
ら
一
夜
明
け
た

日
、
警

察
や
自
衛
隊
な
ど
計
約
５
０
０
人
が

午
前
６
時

分
ご
ろ
か
ら
長
野
県
側

の
複
数
の
登
山
口
か
ら
入
山
。
山
頂

付
近
に
取
り
残
さ
れ
た
登
山
者
ら
の

救
助
や
捜
索
に
向
か
っ
た
。
こ
の
日

の
救
出
作
業
で
は
自
衛
隊
の
化
学
防

護
隊
も
出
動
し
、
ガ
ス
を
検
知
し
な

が
ら
山
頂
を
目
指
し
て
い
た
。

【
福
富
智
、
川
辺
和
将
、
巽
賢
司
】

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

9月28日(日)

Ⓒ毎日新聞社 【明治５年創刊】明治 25 年３月８日 第３種郵便物認可

年(平成 年)

◇ 　 年(平成 年)9月28日(日)　

9月28日(日)

Ⓒ毎日新聞社 【明治５年創刊】明治 25 年３月８日 第３種郵便物認可

年(平成 年)

◇ 　 年(平成 年)9月28日(日)　


